









The Imagined Sceneries interpreted by Metal Material: 
Representation of living items by fusion of living items  
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 紀元前 3000 年頃、チグリス川とユーフラテス川の上流にあたる、トルコ中央部のア
ナトリア地域は早くも早期青銅時代に入り、高度な冶金技術を持つ事になった。金、





東約 150 キロメートルに位置するアラジャ・ホユックの王家の墓から、紀元前 2600〜













して鉄を利用していたと中川氏は推測した。【註 4】この 10 年、発掘研究と科学分析






























として、紀元前 900 年頃の第 22 王朝の遺品、青銅器のカロママ立像が見られる。女性
立像の裏表両方、首下から胸元、また腰の部分に緻密な金銀の線、面象嵌が施されて







 中国の場合、象嵌品は夏・商時代（前 2070〜前 1046 年）から作り始められたと考
えられている。出土品として最初に見られるのは青銅地に貴石を嵌め込んだものであ
る。河南省偃師市二里頭遺址から、紀元前 20〜前 17 世紀のものと見られる緑松石（ト


























仕上げる技法である。(図 1-13 参照)【註 17】かつては男性のみの世襲制だったため
あまり知られていなかった。 
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いない。（図 1-39【註 36】） 
上記に例として挙げた武器、器具や調度品の他、装身具の青銅象嵌「帯鉤」も多く
発見されている。「帯鉤」とは昔、ベルトを腹前に留めるためのフック状の服飾具で













































刀装具及び鐙の作品例は添付図を参照されたい。（図 1-44〜47【註 41】） 
 しかし、明治維新後、刀剣の帯刀禁止及び廃止の議論が行われ始め、職人達が失業
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図 1-1「平象嵌断面参照図」 図 1-2「重ね象嵌断面参照図」 
  






紀元前 2600〜前 2000 年 
図 1-7「スタンダード牡牛」、 
アラジャ・ホユックの王家の墓出土 
紀元前 2600〜前 2000 年 
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図 1-8「動物文円盤」 
エジプト初期王朝（前 2900 年頃） 
図 1-9「サトハトホルイワネト王女の胸飾り」 
エジプト中王国 第 12 王朝（前 1800 年頃） 
  
図 1-10,1-11「カロママ立像」、「カロママ立像背面細部」 
エジプト 第三中間期 第 22 王朝（前 900 年頃） 
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図 1-12「緑松石象嵌獣面文金具」 










伝 志水甚五（二代）（1620〜1710 年） 
 






























戦国前期（前 5 世紀） 
中国湖北省随州市曽侯乙墓出土 
図 1-25「鍍金銀玻璃象嵌壷」 
前漢中期（前 2 世紀） 
中国河北省満城県陵山中山靖王劉勝墓出土 
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図 1-26「銅象嵌浴缶」 
春秋中〜後期（前 6 世紀） 
中国河南省淅川県下寺出土 
図 1-27「銅象嵌龍文扁壷」 






春秋後期（前 6〜前 5 世紀） 
中国河南省固始県侯古堆出土 
図 1-29「銅象嵌狩猟文壷」 
春秋後期（前 6〜前 5 世紀） 
中国河北省唐山市賈各荘出土 
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図 1-30「越王勾践剣」 
春秋後期（前 6〜前 5 世紀） 
中国湖北省江陵県望山出土 
図 1-31「呉王夫差矛」 















戦国中期（前 4 世紀） 
中国河北省平山県出土 
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図 1-34「金銀象嵌注口付鼎」 
戦国前期（前 5〜前 4 世紀） 
中国河南省洛陽市小屯出土 
図 1-35「金銀象嵌鳥篆文壷」 














前漢後期〜後漢前期（前 1〜後 1 世紀） 
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図 1-40「青銅金銀象嵌 絡龍鳳凰文琵琶形帯鉤」 
戦国時代 長さ 24.5cm 
 
図 1-41「青銅金緑松石象嵌 雲気文琴形帯鉤」 
戦国時代 長さ 12.9cm 
 
図 1-42「青銅金銀象嵌 雲気文棒形帯鉤」 
戦国時代 長さ 13.9cm 
 
図 1-43「青銅鍍金 絡獣形帯鉤」 
戦国〜前漢時代 長さ 19.9cm 









































昭和 7 年（1932） 
米沢弘安（1887〜1972） 
図 1-55「金銀象嵌博山炉」 
大正 13 年（1924） 
米沢弘安（1887〜1972） 














平成 20 年(2008 年) 
中川衛（1947〜） 
図 1-59「雨後山影」 
平成 21 年（2009 年） 
中川衛（1947〜） 
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【註 1】技法の説明は次の本を参考にし、まとめたものである。 
香取秀真著、『日本金工史』、雄山閣、1982、（13 頁参照） 
金沢美術工芸大学 美術工芸研究所編、『彫金・象嵌技法』、1985、（83〜85 頁参照）  
會田富康著、『鋳金・彫金・鍛金』、理工学社、1981、（4-11〜4-21 頁参照） 
大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(193〜198 頁参照)  
【註 2】田辺勝美、松島英子編、『世界美術大全集』東洋編 16 西アジア、小学館、2000 
【註 3】図 1-6,1-7、前掲書、田辺勝美、松島英子編、『世界美術大全 東洋編 16 西アジア』、小学館、
2000、（157 頁「スタンダード牡鹿、牡牛」図参照） 
【註 4】宗桂会ホームページ、1997 年の中川衛による講演会「世界の象嵌と加賀象嵌」講演内容まとめ、




【註 6】図 1-8、友部直編、『世界美術大全集』西洋編 2 エジプト美術、小学館、1994、（21 頁「動物
文円盤」図参照） 
【註 7】図 1-9、前掲書、友部直編、『世界美術大全集』西洋編 2 エジプト美術、小学館、1994、（110
頁「サトハトホルイワネト王女の胸飾り」図参照） 
【註 8】前掲書、田辺勝美、松島英子編、『世界美術大全集』東洋篇 16 西アジア、小学館、2000 
【註 9】図 1-10,1-11、前掲書、友部直編、『世界美術大全集』西洋編 2 エジプト美術、小学館、1994、
（292 頁「カロママ立像」図参照） 
【註 10】前掲、宗桂会ホームページ、1997 年の中川衛による講演会「世界の象嵌と加賀象嵌」講演内容
まとめ、インターネット、2017 年 11 月時点（第四回 世界における金属使用の歴史） 
【註 11】図 1-12、高濱秀、岡村秀典編、『世界美術大全集』東洋篇 1 先史・殷・周、小学館、2000、
（62 頁「緑松石象嵌獣面文金具」図参照） 
【註 12】前掲書、高濱秀、岡村秀典編、『世界美術大全集』東洋篇 1 先史・殷・周、小学館、2000、（364
頁参照） 
【註 13】張臨生著、「院蔵東周的鑲嵌銅器（一）」、『故宮文物』月刊第 86 期、国立故宮博物院、1990、
（72 頁参照） 
劉萬航著、「金銀錯」、『故宮文物』月刊第 7 期、国立故宮博物院、1983、（58 頁参照） 
中野徹著、『中国金工史』、中央公論美術、2016（160 頁参照） 
【註 14】前掲書、中野徹著、『中国金工史』、中央公論美術、2016（178 頁参照） 
【註 15】ウィキペディア、中国国家級非物質文化遺産列表、インターネット、2017 年 11 月時点 
【註 16】同上記 
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【註 17】図 1-13、Google Art & Culture、手芸門「金永才 烏銅走銀」、インターネット、2017 年 11
月時点（「梅蘭竹菊福寿瓶」参照） 
【註 18】前掲書、香取秀真著、『日本金工史』、雄山閣、1982、（11,12 頁参照） 
【註 19】前掲書、香取秀真著、『日本金工史』、雄山閣、1982、（15,16 頁参照） 
前掲書、大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(197 頁参照) 
小笠原信夫著、『鐔』、保育社、1998、(101,102 頁参照) 
【註 20】図 1-14〜17 は次の本に掲載する写真を使用する。 




【註 22】図 1-18〜1-22 は次の本に掲載する写真を使用する。 
前掲書、江川勇、渡辺航編、骨董『緑青』32 特集「世界を驚かせた幕末明治の金工」、マリア書房、2007、
（50 頁「花鳥図香炉」、48 頁「花鳥図対花瓶」、22 頁「龍虎対花瓶」、45 頁「張果老図花瓶」参照） 
広瀬麻美編、『驚異の超絶技巧！明治工芸から現代工芸へ』、浅野研究所、2017、（48 頁「群鶏図香炉」
参照） 
【註 23】前掲書、張臨生著、「院蔵東周的鑲嵌銅器（一）」、『故宮文物』月刊第 86 期、国立故宮博物
院、1990、（72 頁参照） 
【註 24】この解説について、中国の文物鑑定士史樹青氏による反論がある。『文物』雑誌 1973 年第 6 期
に掲載する文章、史樹青著「我国古代的錯金工芸」では、「金錯」と「金涂」は全く別の技法であり、「錯」
を金涂として解説するのは『説文』の著者の勘違いである。（67 頁参照） 
【註 25】前掲書、劉萬航著、「金銀錯」、『故宮文物』月刊第 7 期、国立故宮博物院、1983、（58 頁参
照） 
【註 26】前掲書、史樹青著、「我国古代的錯金工芸」、『文物』雑誌�文物、1973 年第 6 期、（67 頁参
照） 
華覚明著、『中国古代金属技術』、大象、1999、（188 頁参照） 
【註 27】前掲書、中野徹著、『中国金工史』、中央公論美術、2016、（175 頁参照） 
【註 28】図 1-23〜1-25 は次の本に掲載する写真を使用する。 
李学勤、松丸道雄著『中国美術全集』4 青銅器Ⅰ、京都書院、1996、（60 頁「緑松石象嵌饕餮文方罍」参
照） 
前掲書、高濱秀、岡村秀典編、『世界美術大全集』東洋篇 1 先史・殷・周、小学館、2000、（197 頁「緑
松石象嵌龍文豆」参照） 
   28
曽布川寛、谷豊信編、『世界美術大全集』東洋篇 2 秦・漢、小学館、1998、（159 頁「鍍金銀玻璃象嵌
壷」参照） 
【註 29】前掲書、中野徹著、『中国金工史』、中央公論美術、2016、（175,176 頁参照） 
【註 30】図 1-26〜1-29 は次の本に掲載する写真を使用する。 
前掲書、高濱秀、岡村秀典編、『世界美術大全集』東洋篇 1 先史・殷・周、小学館、2000、（182 頁「銅
象嵌浴缶」、184 頁「銅象嵌龍文扁壷」、185 頁「銅象嵌方豆」、187 頁「銅象嵌狩猟文壷」参照） 
【註 31】週刊『人間国宝』13 金工 2、2006、（23〜27 頁参照） 
【註 32】前掲書、中野徹著、『中国金工史』、中央公論美術、2016、（160,161,174,175 頁参照） 
【註 33】図 1-30〜1-35 は次の本に掲載する写真を使用する。 
前掲書、高濱秀、岡村秀典編、『世界美術大全集』東洋篇 1 先史・殷・周、小学館、2000、（206 頁「越
王勾践剣」、「呉王夫差矛」、205 頁「金銀象嵌注口付鼎」、201 頁「銀象嵌有翼神獣」、「金銀象嵌虎
形台座」、参照） 
前掲書、曽布川寛、谷豊信編、『世界美術大全集』東洋篇 2 秦・漢、小学館、1998、（161 頁「金銀象
嵌鳥篆文壷」参照） 
【註 34】前掲書、中野徹著、『中国金工史』、中央公論美術、2016、（172,173 頁参照） 
【註 35】図 1-36〜1-38 は次の本に掲載する写真を使用する。 
前掲書、曽布川寛、谷豊信編、『世界美術大全集』東洋篇 2 秦・漢、小学館、1998、（165 頁「鍍金彩
絵酒樽」、60 頁「鍍金羽人」、177 頁「鍍金馬」参照） 
【註 36】図 1-39、前掲書、曽布川寛、谷豊信編、『世界美術大全集』東洋篇 2 秦・漢、小学館、1998、
（168 頁「金彩鳥獣文盤」参照） 
【註 37】図 1-40〜1-43 は次の本に掲載する写真を使用する。 
江川コレクション『帯鉤と中国古代青銅器』、和泉市久保惣記念美術館、2001、(24 頁「青銅金銀象嵌 絡
龍鳳凰文琵琶形帯鉤」、22 頁「青銅金緑松石象嵌 雲気文琴形帯鉤」、50 頁「青銅金銀象嵌 雲気文棒
形帯鉤」、36 頁「青銅鍍金 絡獣形帯鉤」参照) 






【註 41】図 1-44〜47 は次の本、ウェブサイトに掲載する写真を使用する。 
図 1-44、『甲冑・鐙・刀装具−加賀藩の技とデザイン』、石川県立歴史博物館、1997、（83 頁「後藤家歴
代刀装具」参照） 
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図 1-45、金沢美術工芸大学所蔵品ウェブサイト、六代水野源六「鼻高面図目貫」、インターネット、2017
年 11 月時点 
図 1-46,1-47、石川県立美術館ウェブサイト、「銀象嵌水車文鐙」銘 加州住勝国作/「銀象嵌丸紋に紗
綾形繋鐙」銘 加州住氏賢作、インターネット、2017 年 11 月時点 
【註 42】前掲書、山崎逹文著、「加賀象嵌と山川孝次」、『加賀象嵌山川孝次三代展』作品集、宗桂会、
1995（19,20 頁参照） 
【註 43】図 1-48〜4 は次の本、ウェブサイトに掲載する写真を使用する。 
図 1-48、前掲書、山崎逹文著、「加賀象嵌と山川孝次」、『加賀象嵌山川孝次三代展』、宗桂会、1995
（1 頁「金銀象嵌草花文鳥籠置物」参照） 





年 11 月時点 
図 1-52,53 前掲書、山崎逹文著、「加賀象嵌と山川孝次」、『加賀象嵌山川孝次三代展』、宗桂会、1995
（12 頁「象嵌諫鼓形置物」、8 頁「象嵌インク壷揃」参照） 
図 1-54,55、石川県立美術館ウェブサイト、米沢弘安「金銀象嵌鴛鴦香炉」/「金銀象嵌博山炉」、イン
ターネット、2017 年 11 月時点 
図 1-56,57、石川県立美術館ウェブサイト、高橋介州「加賀象嵌孔雀香炉」/「象嵌雉香炉」、インター
ネット、2017 年 11 月時点 
【註 44】図 1-58,59、日本工芸会ウェブサイト、中川衛「窓明」/「雨後山影」、インターネット、2017
年 11 月時点 
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第二章 金属象嵌の素材と道具  


















 元素記号は Au、融点は 1063℃、大変軟らかく、重く、展延性に富み、化学的耐性が
強い貴金属である。色は黄色に近いが、磨いて仕上げれば輝く黄金色になる。非常に
酸化しにくい金属であり、色が変化せずに保つことができるため、装身具によく使わ




































金属名 融点（℃） 比重 特徴 












950 930  
925 890 10.4 
900 900  













































































白四分一 850 銀 60％＋銅 40％ 
金 1％挿し or なし 
上四分一 900 銀 40％＋銅 60％ 
並四分一内三分 - 銀 30％＋銅 70％ 
並四分一 25％ 950 銀 25％＋銅 75％ 
並四分一外三分 - 銀 23％＋銅 77％ 
黒四分一 1040 銀 10％＋銅 90％ 
黒味銅 - 銅 100％＋白味（鉄約 50％＋アンチモン＋砒素） 
真
鍮 
6:4 真鍮 900 銅 60％＋亜鉛 40％ 




























（インゴット）」と呼び、熔解することを「吹き」ともいう。【註 10】（図 1〜6 を
参照） 







   
図 4 ガスバーナーで温度を維
持しながら、金属湯を流し込む。 
図 5 流し込み完了。 図 6 冷却した鋳塊 
 















いよう、常に鏡面の状態を保つことが大切である。（図 7〜9 を参照） 
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図 10 甲丸線引板 
 
図 11 伸線作業の途中 図 12 機械による伸線 
 

























すい。（図 13〜15 を参照） 































作に用いられる鏨について述べる。【註 12】（図 16〜20 を参照） 
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図 23 棒鑢を使って形を削り出す。 
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【註 1】秋山勝義、飯野一朗著、〈手づくりジュエリー〉『彫金』、東京堂、2012、（31 頁参照） 
【註 2】大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(83 頁参照) 
【註 3】前掲書、大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(89,90 頁参照) 
【註 4】前掲書、大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(97 頁参照) 
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【註 5】前掲書、大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(97 頁参照) 
【註 6】前掲書、大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(86,87 頁参照) 
【註 7】前掲書、秋山勝義、飯野一朗著、〈手づくりジュエリー〉『彫金』、東京堂、2012、（28 頁参照） 
【註 8】前掲書、大滝幹夫著編、『日本の美術』第 305 号 金工−伝統工芸、至文堂、1991、（57 頁参照） 
【註 9】前掲書、大角幸枝著、『黄金有情 金工のものがたり』、里文、2016、(95,96 頁参照) 
【註 10】菓子満、黒川興成、宮田雄史著、技術シリーズ『金工』、朝倉書店、1985、(75 頁参照) 
【註 11】図 10、グーグルウェブサイト、画像検索「線引板」、インターネット、2017 年 11 月 
【註 12】鏨の説明は次の本を参考し、まとめたものである。 
金沢美術工芸大学 美術工芸研究所編、『彫金・象嵌技法』、1985、（8〜23 頁参照） 
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銀 7:3 真鍮 銀 銅 亜鉛 カドミウム 
早鑞 − − 45 15 16 24 610 
七分鑞 10 7 59 25 16 −  720 
五分鑞 10 5 67 20 13 − 750 
三分鑞 10 3 77 14 9 − 780 






































































































































































































































水 H2O 1.8L 





金属 温度（℃） 時間 色 
金 − − 金色（変化なし） 
銀 − − 銀色（変化なし） 
銅 75〜80 4〜6 時間 赤茶色 
赤銅 75 40 分〜1 時間 青がかった黒 
白四分一 75 40 分〜1 時間 ライトグレー 
上四分一 75 40 分〜1 時間 グレー 
並四分一 75 40 分〜1 時間 ややダークグレー 
黒四分一 75 40 分〜1 時間 ダークグレー 
黒味銅 65〜75 1 時間 黒茶色 
真鍮 65〜70 望む色により判断する15 分〜1 時間 
黄緑、鶯色、芥子色黄茶
色など 





















   52
真鍮のアンモニア黒化着色 
塩基性炭酸銅 CuCO3・Cu・H2O 10g 水温 30℃ 
アンモニア水 NH3 30cc 
水 H2O 270cc 
 
Ⅳ、作品制作工程記録「象嵌花器《木漏れ日》」 
 図 1〜図６ 




   
   
図 1〜図６ 
 
 図 7〜図 9 
 折り曲げた板を二枚合わせて、からげ線で縛って仮固定をしてから鑞付けを行う。
上記の手順に従って、二層目も完成させておく。上下二つの部品の角合わせをして、
   53
もう一度鑞付けをする。作品の天板と底をつけると、鑢がけがしにくくなるため、で
きたものを先に棒鑢で荒削りし、内側の鑞目をきれいにする。 
   
図 7〜図 9 
 





   
図 10〜図 12 
 
 図 13〜図 15 
 次は、作品の天板を用意する。厚み 1.5mm の黒四分一の板を八角形に切り取り、花
器の口となる部分として、真ん中に丸い穴を切り抜く。丸の形に合わせて銀の縁をつ
ける。天板ができたら、作品の上段に合わせて鑞付けを行う。 
   54
    
図 13〜図 15 
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図 16〜図 20 
 
 図 21〜図 23 
 次は、作品に象嵌加飾を施す。上段の上部に、木々の葉をイメージした三角形の黒
味銅の面象嵌を施す。そして、上段の上から下に亘って、木々から漏れる日差しを表
すための 0.8mm と 1.0mm の銀線象嵌を入れる。一部の銀線象嵌は黒味銅の面象嵌に重
ね、二重象嵌となっている。最後に、銀線と銀線の間に金の点象嵌を施す。 
   
図 21〜図 23 
 













   
   



































のもう一つ魅力的なところである。（図 31 を参照） 
 
図 30 課程前期においての透かし彫りと象嵌技法との融合 
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図 32 硝酸腐蝕技法により生じる表情 
 
 
















図 33 象嵌香器《MoonlightⅠ》 
箱の形状は起伏のある小山を思わ
せる二つの曲面で構成している。 
図 34 象嵌香合《unlimited》 箱
の形状はタイトル通り、unlimited
記号の形をしている。 
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第四章 制作思考について-記憶の心象風景 
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図 10 蝕金象嵌花器《木漏れ日》 
木々から漏れる日差しを表すため
の銀線象嵌が入れられている。  






























図 16 一輪挿し《銀装大地》 腐
蝕により生じる雪に似た表情。 





図 19 象嵌花器《山》 地金の接ぎ合せで表す山の
輪郭線。 
図 20 象嵌箱《山笑う》 山の輪郭線は腐蝕技法に
よって生じさせたものである。 
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 この時期に開催した「dimorphic objects」展について紹介する。(図 23 を参照) 
 以下 DM 紹介文により 
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図 24 月の華 図 25 雪吊り 図 26 女郎花 
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ーミュゼにて開催した。（図 30 を参照） 
 
図 30 2016 年「黄照津個展−蝕金象嵌器物・色褪せた風景−」展示風景 









「黄照津個展−象嵌の装飾表現−」は翌年に同じ会場にて開催した。（図 31 を参照） 
 









図 32 2016 年「黄照津個展−象嵌の装飾表現−」一輪挿し《銀河》、《月》、《銀装大地》 
  




作品名  象嵌小箱《町並み》 


























































作品名  透かし象嵌板《touching》 































作品名  象嵌香器《MoonlightⅠ》 































作品名  象嵌香器《MoonlightⅡ》 






















作品名  象嵌花器《山》 


























作品名  透かし象嵌カトラリー 



















































銅線の象嵌を形に沿って 1 本 1 本丁寧に入れた。台湾も赤い糸で男女の縁を象徴す
る文化がある。太い赤線は縁を象徴し、長く続く香の香りが良い縁に繋がるようと
いう願いを込めて制作した。 






作品名  象嵌菓子器《夕暮れ》 





















































小物入れ 19 点 








を設けた。約二ヶ月をかけて、合計 19 点の小物入れを制作し、展示した。 



















作品名  蓋置《暗香》 



























作品名  蓋置《深々》 


























作品名  蓋置《月光》 



















作品名  蓋置《月の森》 



















作品名  蝕金象嵌箱《山笑う》 




























作品名  《森と畑のあるところ・小箱》 
















作品名  蝕金象嵌花器《木漏れ日》 























作品名  一輪挿し《月》 


















作品名  一輪挿し《銀河》 























作品名  一輪挿し《銀装大地》 
寸 法  130×145×50(mm） 
製作年 2017 





















作品名  ペン立て《春を告げる》 
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まとめ 
  
ここまで述べてきたように、本論は金属素材において、象嵌技法と他技法との融合
についての研究、また、私自身の記憶から転化した心象風景を表した器物の制作にあ
たり独自の表現をまとめたものである。 
大学を出たばかりの時、自分が何をしたいのかわからないまま来日した。迷ってい
た頃に、象嵌作品の美しさに感動を覚え、それがきっかけとなり、工芸分野に進むこ
とに決めた。他の人の作品との差別化を図るため、自分にはどのような表現ができる
かを模索してきた。象嵌技法の歴史と、作品制作に用いる金属素材と道具についての
研究、そして実際の制作経験の積み重ね、試行錯誤の繰り返しを経て、ようやく日本
で新たに出会った技法の交錯により私自身が求める豊かな器物表現ができた。今後は
今までの研究内容を生かし、器物の他、ジュエリーと立体造形も範疇に入れて象嵌作
品を幅広く制作する予定である。象嵌技法は伝統技法の一つではあるが、「伝統を観
て学んで、常に新しいことを考えなくてはならない」と中川衛氏がいつも言っていた
ように、伝統は同じ技術や材料を使いつつも新しいことに挑戦し革新していくものだ
と考える。象嵌技法をただありのままで継承することではなく、いかに私自身が象嵌
に出会った時に感じ取った魅力を新たな形でこの時代の人に伝えることが、今後の制
作において最も大きな課題である。 
これからは母国台湾に戻り象嵌技法を用いた制作を続け、国内外に向けた展覧会を
したりし、象嵌技法を教える機会などを通して、より多くの人に象嵌の美を伝え、金
属象嵌工芸を広めて行きたいと思う。台湾において、現代金属工芸の発展は、主にこ
の三十年から徐々に盛んになってきた。これは、1970〜80年代に、アメリカへ留学し、
金属工芸を学んだ人たちが帰国して台湾の金工教育及び発展に対し大きな力になった
ことが最も大きな理由として考えられる。これ以前には、伝統ジュエリー産業や生活
工具の製造において一部の伝統金属工芸の伝承はあったが、学校においての人材教育
や他の工芸について発信する施設などはほとんどなかった。この十数年、台湾におい
て現代工芸の発展が好調で、美術館、博物館においての工芸の展示が多く増えた他、
元々なかった金属工芸専門のギャラリーや個人運営の工房も各地に点在するようにな
った。台北にあるギャラリー張張、ギャラリー爆炸矛頭油炸茱莉、高雄にあるギャラ
リーPIN sstudioなどは金工作家により経営する工芸ギャラリーで、彼ら自身の作品を
展示販売する他、不定期に海外から工芸やコンテンポラリージュエリーアーティスト
を呼び、講演やワークショップを開催する。また、工芸の公募展などは国立台湾工芸
研究発展中心（国立台湾工芸研究発展センター）より開催される「台湾工芸競賽」や、
新北市立黄金博物館による「台湾国際金属工芸大賽」などがある。こうして、以前と
比べ、工芸について関心や興味がある人は増える一方である。このように徐々に整え
られてきた環境があるため、象嵌技法が発展し、文化の融合により新たな表現を創り
出す可能性が十分にあると私は考える。 
  
 
 
